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港
新
聞
７
面

１
０
１
５
０
７

奥

口

怪け

我が

の
な
い
よ
う
安
全
に

連
絡
・
合
図
は
し
っ
か
り
と

角つ
の

川か
わ

由よ
し

治じ

代
表

（
池
島
）

の
リ
ー
ド
で

安
全
十
訓

の

唱
和
が
続
き
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
の
後
は
レ
ベ
ル
別
に
ダ

ブ
ル
ス
や
シ
ン
グ
ル
ス
の
練

習
。

カ
ン

コ
ン

と
心

地
よ
い
響
き
、
白
球
を
追
う
真

剣
な
眼ま

な

差ざ

し
。
そ
の
周
り
で
は

おし

喋ゃ
べ

り
の
花

港
区
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
卓
球
サ
ー
ク
ル
の
例

会
風
景
で
す
。

二
十
年
ほ
ど
前
、
同
セ
ン
タ

ー
の
片
隅
の
小
さ
な
台
で
数
人

が

ピ
ン
ポ
ン

を
し
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
後
、
港

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
本

格
的
な
卓
球
台
を
二
卓
寄
贈
さ

れ
、
今
で
は
そ
れ
ら
を
フ
ル
に

使
っ
て
活
気
溢
れ
る
練
習
が
行

な
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

毎
週
土
曜
日
の
半
日
練
習

（
朝
十
時

正
午
）
を
基
本
に
、

一
日
練
習
や
土
曜
日
以
外
の
練

習
も
織
り
交
ぜ
、
角
川
代
表
ら

三
役
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん

で
い
ま
す
。
会
費
は
年
間
五
百

円
。
会
員
は
四
十
人
。

◆
年
１
度
の
大
会
楽
し
み
に

正
式
名
称

ピ
ン
ポ
ン
同
好

会
卓
球
サ
ー
ク
ル

が
示
す
よ

う
に
、
あ
く
ま
で
親
睦
を
第
一

に
活
動
。
そ
の
上
で
技
術
向
上

に
も
取
り
組
み
、
互
い
に
教
え

合
う
と
共
に
、
プ
ロ
の
講
習
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
て
磨
い
た
技
を
試
す

場
が
年
に
一
度
の
大
会
。
区
民

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
を
借
り
切

り
、
弁
当
持
参
で
卓
球
漬づ

け
の

一
日
を
楽
し
み
ま
す
。
そ
の
三

回
目
（
来
年
二
月
）
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
練
習
に
も
一
段
と
熱

が
こ
も
っ
て
い
く
よ
う
で
す
。

◆
笑
い
が
絶
え
な
い

会
計
担
当
の
和
田
和か

ず

栄え

さ
ん

（
波
除
）
は
三
年
前
に
入

会
。

笑
い
が
絶
え
ず
、
規
律

も
正
し
い
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
雰

囲
気
が
大
好
き
。
卓
球
は
勝
っ

て
も
負
け
て
も

次
は

と
気

持
ち
が
前
に
向
き
ま
す
。
変
化

球
サ
ー
ブ
な
ど
は
難
し
い
で
す

が
、
練
習
し
て
マ
ス
タ
ー
出
来

た
時
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

相
手
に
合
わ
せ
て
打
ち
方
を
加

減
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
ラ
リ
ー
を
五
分
は
続
け
る
自

信
が
あ
り
ま
す
よ

。

◆
ジ
ョ
ー
ク
が
通
じ
る

強
烈
な
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ス
マ

ッ
シ
ュ
が
目
を
引
く
村
上せ

生い
ち

長ょ
う

さ
ん

（
磯
路
）
は
元
公
務

員
で
、
今
も
嘱
託
で
市
岡
下
水

処
理
場
に
勤
め
て
い
ま
す
。
四

十
歳
頃
か
ら

な
ど
で
卓

球
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、

一
昨
年
こ
の
サ
ー
ク
ル
を
知
り

入
会
し
ま
し
た
。

色
ん
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
使
っ
て
駆
け
引
き

を
楽
し
め
る
の
が
卓
球
の
魅
力

で
す
ね
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
の
和な

ご

や
か
な
雰
囲
気
も
大
好
き
で

す
。
口
の
悪
い
ジ
ョ
ー
ク
も
飛

び
ま
す
が
、
そ
れ
が
通
じ
る
も

の
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す

。

◆
高
齢
者
の
姿
を
励
み
に

森
石
忍し

の

さぶ

ん

（
波
除
）

は
定
年
退
職
後
、

も
っ
と
体

を
動
か
し
た
い

と
一
昨
年
入

会
。

ラ
リ
ー
を
続
け
る
の
が

楽
し
い
で
す
。
難
し
い
の
は
最

後
ま
で
球
か
ら
目
を
離
さ
な
い

事
。
入
会
し
て
土
曜
日
の
来
る

の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

八
十
九
歳
の
白
坂
さ
ん
な
ど
高

齢
の
方
の
お
元
気
な
姿
に
励
ま

さ
れ
、
私
も
長
く
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。

◆
希
望
者
は
ま
ず
登
録
を

ぜ
ひ
一
緒
に
卓
球
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
！

と
会
員
の
皆

さ
ん
。
希
望
者
は
同
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
て
お
く
と
、
欠
員
が

生
じ
次
第
連
絡
が
入
り
ま
す
。

登
録
資
格
は
六
十
歳
以
上
。
同

セ
ン
タ
ー
は
夕
凪
二

五

二

二
、
六
五
七
五

一
三
六
八
。

笑
顔
が
爽
や
か
な
卓
球
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
（
右
手

前
が
代
表
の
角
川
さ
ん
）

港
区
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー

９
校
参
加
で

音
楽
で
心
の
触
れ
合
い
と

ま
ち
づ
く
り
を

と
四
年
前
始

ま
っ
た

港
区
ふ
れ
あ
い
音
楽

会

が
今
年
も
九
月
十
二
日
、

オ
ー
ク
広
場
で
開
か
れ
、
九
校

の
バ
ン
ド
・
吹
奏
楽
部
の
個
性

誠実な演奏に区民の心が溶け合った 港区ふ
れあい音楽会 （写真は市岡高校の演奏）

王
寺
商
業
高
が

デ
ィ
ー
プ
・

パ
ー
プ
ル
・
メ
ド
レ
ー
な
ど
、

最
後
に
四
高
校
が

蛍
の
光
行

進
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
た
誠
実
な
演
奏
に
拍
手
喝か

っ

采さ
い

が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

部
員
が
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
な
ど

に
扮ふ

ん

し
た
市
岡
高
の
デ
ィ
ズ
ニ

ー
映
画
音
楽
の
演
奏
に
は

か

わ
い
い
！
と
歓
声
が
上
が
り
、

天
王
寺
商
業
高
の
初
参
加
に
も

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
た
大
西

延の
ぶ

子こ

さ
ん
（
市
岡
高
吹
奏
楽
部

バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
担
当
の
香か

穂ほ

さ
ん
の
母
）
は

ど
の
演
奏

も
素
敵
で
し
た
。
特
に
中
学
合

同
の
ユ
ー
ミ
ン
音
楽
に
は
ジ
ン

と
来
ま
し
た
。
吹
奏
楽
と
い
う

と
硬
く
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
ポ
ッ
プ
ス
が

多
い
と
気
軽
に
聴
け
て
い
い
で

す
ね

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

豊
か
な
演
奏
が
区
民
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
港
区
役
所
と
参
加

校
グ
ル
ー
プ
が
主
催
。

田
端
尚ひ

さ

伸の
ぶ

港
区
長
の
挨
拶
の

後
、
生
徒
の
司
会
で
演
奏
が
進

み
ま
し
た
。
八
幡
屋
小
は

銀

河
鉄
道
９
９
９

な
ど
、
築
港

中
は

デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
の
メ

ド
レ
ー

な
ど
、
港
南
中
は

勇

気
１
０
０
％

な
ど
、
市
岡
東

中
は

宮
崎は

駿や
お

ア
ニ
メ
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー

な
ど
、
市
岡
中
は

龍

馬
伝

テ
ー
マ
曲
な
ど
、
市
岡

高
は

心
の
瞳

な
ど
を
演
奏
。

ま
た
昨
年
に
続
い
て
合
同
演
奏

が
行
な
わ
れ
、四
中
学
校
が
ユ

ー
ミ
ン
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

な

ど
、
港
高
・
市
岡
商
業
高
・
天

●
う
た
ご
え
喫
茶
人
気

昭
和

三
十

四
十
年
代
に
一い
っ

世せ
い

を
風ふ
う

靡び

し
た

う
た
ご
え
喫
茶

が

弁
天
町
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
て

半
年
、
じ
わ
じ
わ
と
人
気
が
広

が
っ
て
い
る
。店
の
名
前
は
う

た
ご
え
倶く

楽ら

部ぶ

ね
こ
じ
ゃ
ら

し

。
主
宰
者
は
喜
多り

陵ょ
う

介す
け

さ

ん
。
一
九
六
四
年
大
阪
市
生
ま

れ
。
独
学
で
楽
器
演
奏
や
作
曲

を
覚
え
、
大
阪
駅
前
の

と
も

し
び

主
宰
や
高
級
ク
ラ
ブ
で

演
奏
の
経
験
も
あ
り
、
自
ら
伴

奏
と
歌
唱
リ
ー
ド
を
担
当
。
港

新
聞
な
ど
で
知
っ
た
老
若
男
女

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

山や
ま

姥ん
ば

平
安
時
代
の
物も
の

の
怪け

、

山
姥
が
現
代
に
怒
り
を
覚
え
、

悪
を
懲こ

ら
し
め
に
降
臨
す
る
。

人
の
心
が
研と

ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い

た
時
代
へ
の
郷
愁
を
込
め
た
、

作
家
綾あ

や

羽は

一か
ず

紀き

渾
身
の
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
大
作
。
賑
や
か

な
登
場
人
物
と
美
し
い
音
楽
。

楽
し
く
て
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
く

て
、心
に
残
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。

あ
ん
が
い
お
ま
る
演
出
、
岩
城

利
之
作
曲
。
十
一
月
七
日
（
日
）

十
一
時
、
十
四
時
半
、
十
八
時
、

八
日（
月
）十
八
時
半
に
石
炭
倉

庫
で
。
十
一
月
十
七
日
は
兵
庫

県
で
。
前
売
三
千
円
、
当
日
三

千
五
百
円
。
問
合
せ
・
申
込
は

会
場
の
石
炭
倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か

ら
国
道
四
三
号
を
北
へ
直
進
、

安
治
川
堤
防
突
当
り
右
す
ぐ
、

六
五
八
一

〇
六
六
四
）へ
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

十
月
二
十
四
日（
日
）

正
午

地
下
鉄
緑
橋
駅
近
く
緑

橋
町
屋
ラ
イ
ブ

十
月
二
十
四

日
（
日
）
十
六
時
半

天
六
音ね

た

小
屋

毎
月
第
一
・
三
木
曜
二

十
時
ザ
・
セ
ラ
ー
（

六
二
一

二

六
四
三
七
）

毎
月
第
三

火
曜
二
十
時
か
つ
お
の
遊
び
場

（

〇
九
〇

五
八
八
二

七

〇
一
五
）

奇
数
月
第
三
日
曜

十
五
時
半
天
満
寅
蔵
（

六
三

五
二

一
〇
九
一
）

毎
月
第

二
火
曜
二
十
時
半
ロ
ー
ジ
ー

（

六
二
一
三

三
九
九
九
）
。

●
市
岡
元
町
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

ポ
ッ
プ
ス
か

ら
沖
縄
民
謡
ま
で
生
活
に
根
ざ

し
た
明
る
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン

グ

十
月
十
九
日
（
火
）
二
十

時
か
つ
お
の
遊
び
場
。

＠

歌
謡
か
ら

ソ
ン
グ
ま
で
様

々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
レ
コ
ー
ド
盤

を
持
ち
寄
り
、
店
の
プ
レ
ー
ヤ

ー
で
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
一
人
で
自
営
業
の
男
性

（
市
岡
）

写
真

は

私

は
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
フ
ァ
ン
で
、

特
に
ハ
ロ
ー
・
グ
ッ
ド
バ
イ

が
好
き
で
す
。こ
れ
を
聴
く
と
、

嫁
は
ん
と
付
き
合
っ
て
い
た
頃

を
思
い
出
し
、
も
っ
と
関
係
を

深
め
た
い
と
望
ん
で
い
た
当
時

の
心
境
ま
で
も
がよ

甦み
が

りえ

ま
す

と
語
っ
て
い
た
。
同
店
は
磯
路

二

一
一

一
八
、

六
五
七

二

一
三
二
七
、
十
七

二
十

三
時
、
月
曜
休
。

が
ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
オ
ン
の

生
伴
奏
で
歌
集
を
見
な
が
ら
声

を
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
る

写

真
。
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
あ
る
伴

奏
と
ユ
ー
モ
ア
一
杯
の
ト
ー
ク

で
、
歌
う
ほ
ど
に
雰
囲
気
は
盛

り
上
が
っ
て
い
る
。
六
十
代
男

性
は

ロ
シ
ア
民
謡
が
好
き
で

す
。青
春
の
思
い
出
で
す
ね
。七

〇
年
安
保
闘
争
の
デ
モ
や
集
会

の
帰
り
に
歌
っ
た
時
の
熱
気
を

思
い
出
し
ま
す
。開
催
は
毎
土

曜
十
四

十
六
時
（
一
飲
物
付

千
円
、
但
し
第
三
土
曜
休
み
）。

場
所
は
波
除
五

七

六
（

弁
天
町
駅
北
口
歩
二
分
）
。

六
五
八
一

八
七
六
〇
。

●
懐
か
し
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
が

人
気

レ
ト
ロ
居
酒
屋
と
し
て

人
気
の

い
そ
じ
屋

で
今
、

懐
か
し
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
が
静

か
な
ブ
ー
ム
に
。
音
楽
好
き
の

客
が
戦
後
ポ
ッ
プ
ス
か
ら
七
〇

年
代
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
昭
和
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